
  

長崎は今日も藪だった… 

 

越後 金城山 長崎尾根 

 

 冬季おなじみの金城山。観音コースは何度か登って（下って）

いるので、違うルートから登って、栗原さんや佐貫さんらパーテ

ィと山頂の避難小屋で合流。そして、おいしい宴会に突入！ と

いう、すばらしい筋書きに我ながらうっとり。そこで選んだのは

長崎尾根。さあ、がんばるど～。 

 

12月17日（土）：曇りのち風雪 

 早朝、道の駅南魚沼から長崎集落へ移動。

長崎尾根の取付きは神社が目印だ。ところが、

神社までは田んぼか、道かも判然としない雪

原が広がっている。そこに1台の除雪車が早朝

から働いていた。このあたり工事をしている

ようで、車を停める場所もないようだ…。す

ると、さとりかさんがすたすたと除雪車に近

づいていった。車を明日まで停めてもよいと

のこと。さすがの交渉力である。ふむ。 

 無事に車も停められれば、あとは登るのみ。

田んぼの脇をぬけて神社をめざす。積雪はそ

れほどでもない。少し登るとお堂があり、いよいよ藪尾根かなあと身構えていたら、なんとなく道

っぽくて、歩きやすい。390ｍの三角点から尾根は曲がり、しばらく登ると大きな岩が見えた。その

岩には祠？というか、なにか祀ってある。なるほど、歩きやすいわけだ。ここまでは踏み跡があっ

たのだから。岩に登ると、その先からが本番。藪との戦いが始まった。 

 シャクナゲやら灌木の上に数日前に降ったばかりの雪がかぶっている。足を置けば、下は地面ま

でスカスカの雪。ああ…と天を仰げば枝にたまった雪が顔面を直撃。ふが。640ｍあたりで尾根が広

くなると、途端に雪が深くなり、腰ラッセルに。なんで、いきなり増えるのさ！と言ったところで、

誰も答えてはくれない。ただ、もくもくと足を前に、前に。今はそれだけを考えればいい。とても

シンプル、いたって単純。968ｍの三角点から尾根は南東に曲がり、先で地形図上の登山道と合流す

る予定だ。この曲がるところが地形的にわかりにくく、田村さんや五十嵐くんのＧＰＳで方向を慎

重に確認する。登山道に合流すれば藪は消えるのでは？という淡い期待を胸にみんなは進む。しか

し、ここが登山道かなあという程度で、雪に押された灌木が行く手を塞ぐのはこれまでと変わりは

ない。歩きやすそうなところを選びながら、疲れた体にムチを打ち、気合いの空身ラッセルに切り

替えた。 

 そういえば、歩くことばかりで時間をまったく確認してなかったことに気がついた。時計を見れ

ばすでに15時。観音コースとの合流点までまだ200mはある。避難小屋が…宴会が…。思い描いた筋

書きが…。すると一瞬、あたりがピンク色に染まった。夕陽が沈むのだろう。再び世界が暗黒に戻
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藪が…藪が… 



  

ると、いよいよ風雪が強まる。それでも目の

前の雪壁は崩さなければならないし、手袋は

濡れて寒いし、もういい加減テントに入りた

いよ～（心の叫び）。でも田村さんは上まで

行こうとがんばる。トレースがあるかもしれ

ないと男気でがんばる。その背中は鬼気迫る

ものがあった。しかし、すでに16時30分。も

ういいですよ、田村さん。どんどん天気わる

くなりますし、寒いからテントを張りましょ

う。1100ｍ付近の小さな平らに急いでテント

を張ると、「タワシなんてどうでもいい！」

（タワシに罪はない）と全員雪だるま状態でテントの中へ転がり込む。とにかく、まずは気付け薬

だ。ほえ～。寒さでこわばった顔が弛緩し、鼻水がだら～っと流れていくのもかまわず、また呑む。

これだぜ、雪山は。 

 

12月18日（日）：晴 

 翌日は天気が回復傾向。山頂は全員登って

いるので、今回は割愛。のんびり出発の準備

をしていると、上の稜線を歩く人影が見えた。

あれ、トマかな？ 間隔をあけてぞろぞろと

続く人びとはきっとトマのメンバーに違いな

い。「おーい、おーい」と手を振ると向こう

も応えてくれた。観音コースのパーティも避

難小屋までは到達できなかったのか。きのう

がんばらなくてよかった。当てにしていたト

レースはなかったのだから。 

 さて、我々も出発。夜降ったぶん、雪は増

量。朝から空身ラッセルをがんばると観音コースの合流点に着いた。その先はトレースがばっちり

なので、観音コースを下ることにする。遠くから「ごほっ」と咳が聞こえた。誰かいるぞ。1150ｍ

付近にテントが2張り、咳をした人は飯田会長でありました。佐貫さんもテントの中に。おふたりと

も腰痛だとか。おつかれさまです。観音コースのトレースもけっこう埋まっていたが、何度も歩い

ているので、ようすはわかる。がんがん下っていく。見覚えのある大きな松の木を過ぎ、あづまや

とお地蔵さんが出てくると、もうそこは登山口だ。車までは歩いて5分ほどで到着。今回、山頂は踏

めなかったが、長崎尾根をトレースできたので満足している。越後の初戦はなかなか手ごわかった

なあ。 

 

【行程】 

12/17 長崎尾根取付きの神社（7:30）～1100ｍ付近泊（16:30） 

12/18 1100ｍ（8:10）～観音コース合流点（9:00）～登山口（11:20） 


